
























題で︑私立哲学館大学を創りながら︑全国を回って七千回以上と言われる講演活動を行った井上の人生の紹介か ︑彼が三度の世界旅行で見聞したこと 通して︑ に る人物 養成ということを重視するに至り︑当時 日本では一般的に教育の基礎が経済学や法学といった実学に置かれていたのに対し︑哲学をベースにした教育を展開するという︑当時としては画期的 哲学館の教育方針を作り上げていった経緯を説明した。そしてこ ような井上の考えから︑東洋大学は教育理念として︑ ﹁諸学の基礎は哲学にあ
り﹂ ﹁
知徳兼全﹂ ﹁独立自活﹂を掲げているが︑これらは今日の






の建学の精神のかたちと変遷をたずねて﹂というテーマで︑日本大学 として挙げられている ﹁日本精神﹂ と ﹁個の尊重﹂という相容れないよう
にも見える二つの理念︑そして新教育理念
として﹁自主創造﹂とい 言葉を︑学祖・山田顕義の人生や言葉から整理し︑理解しなおすことであらためて位 づけら ることを論じた。山田は明治の司法改革に取り組んだ中心人物であるが︑その際に山田が︑西洋のも を右から左 持っ く のでは︑日本人の風俗・文化や人情の中に根付 ていかない よって日本人の﹁数千年の習慣風俗﹂をあらためて観察し︑日本人に合 たかたち 憲法を制定・運用しなければなら い 考えたこと また︑国民に憲法を一方的に押し付けるのでは く︑時間をかけてきちん
とその理を理解させようとしていたことなどに︑ ﹁日本精神﹂
と﹁個の尊重﹂とを並び立つものとして理解できるであろうと指摘した。そしてまた︑こうした新たな生き方 試行錯誤し続けるということこ が︑山田 考えた﹁人間が万物の最たるものである条件﹂であって︑その背景には 八四四年に萩の藩士の家に生
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まれ︑吉田松陰の松下村塾に学び︑また大村益次郎から洋式兵学を学ぶなど︑ 激動 時代を生きた山田の経験があり︑ そこから﹁自主創造﹂という理念を位置づけることも可能であろうと論じた。
最後に登壇した片桐氏は︑ ﹁日本女子大学と創立者成瀬仁蔵﹂




教育する﹂ ︵ ﹃女子教育﹄ ︶と言って︑女性は一生
においてその役割・あり方がいろいろに変化していくのであるから︑まずは人としての教育を考えることが大事であると述べ おり︑そうしてみれば︑百年後の今でも活かす の き このような考えを現在 どのよう 受け継い く 学生や社会に対して説明できるよう することが︑学祖研究の真の目的であろうと論じた。
以上の各提題を受けて︑後半のパネルディスカッションでは︑












現在多くの私立大学が学祖や建学 精神を見直し 立ち返ろうとしているその方法や問題点などをあらためて考えてみようというおそらく初めて 試みで たということ また︑来場者からの反響の大きさを考えると︑本シンポジウムの意義は小さ ないものであったと思われる。下田歌子研究所では︑今回 議論で浮き彫りになった課題を︑今後さらに継続的に考えていく場を設けていきたいと考えている。
（伊藤由希子／実践女子学園下田歌子研究所主任研究員）
